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市
で
は
、
平
成
22
年
度
成
人
検
診
の
申

し
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。
2
月
中
旬
に

各
家
庭
へ
成
人
検
診
申
し
込
み
用
の
は
が

き
（
下
図
）
を
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
ご

確
認
の
う
え
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
3

月
19
日
（
金
）
ま
で
に
投
函
す
る
か
直
接
、

最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
成
人
検
診
、
母
子
保
健

事
業
、
予
防
接
種
の
日
程
は
、
3
月
に
各

家
庭
に
配
布
す
る
「
検
診
こ
よ
み
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
は
が
き
に
記
載
が
無

い
、
骨
・
歯
科
検
診
、
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診

は
別
途
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
細
は

後
日
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
約
受
付
時
期

▽
骨
・
歯
科
検
診　
　

4
月

▽
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診　

8
月
～
9
月

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

平
成
22
年
度 

成
人
検
診
の
申
し
込
み

わ
が
家
は
健
康
家
族

名前を確認
してください。
送る時は名
前が切り取ら
れます。

年齢などで対象外となる検診には、あ
らかじめ「×」が記入してあります。（た
だしマンモグラフィ検診のみ「×」が
記入してありませんので対象年齢を確
認してください）

はがきを開くと 3 面
になり、その中央
が調査票となりま
す。対象が 5 人以
上の場合、はが
きが複数になり
ます。

希望する検診には、黒の鉛筆かボールペンで
「○」を記入してください。

検
診
を
定
期
的
に
受
診
し
て　

自
ら
の
健
康
状
態
を
知
り
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
病
気
の
早
期
発
見
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

ご注意ください

特定健康診査は、市の国保加入者で 35 歳から 74 歳の人および 75 歳以上の人のみ
申し込みができます。74 歳以下で国保以外の人は、加入先の医療保険者へお問い合
わせください。

平成 22 年度より子宮頚部検診、マンモグラフィ検診は、医療機関での検診となり
ますが、はがきでの申し込みが必要です。

●調査票（はがき）の記入方法



　

児
童
手
当
が
2
月
15
日
（
月
）
に
振

り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
10
月
、

11
月
、
12
月
、
１
月
の
4
カ
月
分
で
す
。

支
給
の
対
象
は
、
小
学
校
6
年
生
ま
で

の
児
童
で
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

が
平
成
23
年
7
月
24
日
ま
で
に
終
了
し

ま
す
。
総
務
省
長
野
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
長
野
）
で

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
楽

し
み
方
や
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、
チ
ュ

ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
展
示
説
明
の

ほ
か
、
各
家
庭
に
合
わ
せ
た
相
談
が
で

き
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
入
場
無
料
で
申
し
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
都
合
の
良
い
会
場
・
日

時
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

2
月
16
日
～
24
日
に
デ
ジ
サ
ポ
長
野
か

ら
各
家
庭
へ
配
布
す
る
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
お
よ
び
会
場

▽
3
月
5
日（
金
）・
6
日（
土
）・

　

7
日（
日
）　　
　
　
　

豊
科
公
民
館

▽
3
月
9
日（
火
）　　
　

三
郷
公
民
館

▽
3
月
10
日（
水
）　　
　

堀
金
公
民
館

▽
3
月
11
日（
木
）　　
　

明
科
公
民
館

▽
3
月
12
日（
金
）・
13
日（
土
）・

　

16
日（
火
）　　
　
　
　
　

穂
高
会
館

　

い
ず
れ
も
、
①
午
前
10
時
か
ら
②
午

後
2
時
か
ら
③
午
後
5
時
か
ら
の
3

回
、
各
１
時
間
程
度
行
い
ま
す
。

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ

デ
ジ
サ
ポ
長
野
説
明
会
事
務
局
（

０
２
６
･
２
３
８
･
３
０
７
５ 

０
２
６
･
２
３
８
･
３
０
７
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
平
日
午

前
10
時
～
午
後
6
時
）

　

豊
科
プ
ー
ル
は
昭
和
55
年
の
開
場
よ

り
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、

開
場
よ
り
29
年
が
経
過
し
て
施
設
の
老

朽
化
が
進
み
、
安
全
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
プ
ー
ル
管
理
棟
前
に
市
道

の
新
設
工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
か
ら
市
で
は
、
豊
科
プ
ー
ル
の

閉
場
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
12
日
（
金
）
午
後
7
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
大
会
議
室

　

公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
館
長
の
諮

問
に
応
じ
公
民
館
の
各
種
事
業
の
企
画

実
施
を
審
議
す
る
組
織
で
、
条
例
で
設

置
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
公
募
に
よ

る
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

5
人

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
20
歳
以
上
。
た
だ

し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公

務
員

③
市
の
付
属
機
関
等
の
公
募
委
員

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
に
、
別
に
定

め
る
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

各
地
域
公
民
館
窓
口
ま

た
は
社
会
教
育
課
に
備
え
付
け
の
応

募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

小
論
文
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
論
文
テ
ー
マ　

「
公
民
館
活
動
に

関
す
る
こ
と
」
８
０
０
字
以
内

●
募
集
期
間　

2
月
22
日
（
月
）
～
3

月
12
日
（
金
）（
必
着
）

●
結
果
通
知　

4
月
9
日
（
金
）
ま
で

●
日
時　

2
月
20
日
（
土
）
午
前
9
時

～
午
後
5
時
ま
で

●
会
場　

穂
高
消
防
署

●
受
講
料　

無
料

●
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

穂
高
消
防
署（
82･

３

２
６
２
）
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

人
体
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の
デ
ッ
サ
ン
講
座
。

デ
ッ
サ
ン
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
芸
術

の
要
素
で
あ
る
物
を
観
る
目
を
養
い
ま

す
。
初
心
者
も
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
か
ら

指
導
い
た
し
ま
す
。

●
講
師　

中
村
石せ

き
じ
ょ
う
淨
さ
ん

●
日
時　

3
月
2
日
（
火
）・
9
日

（
火
）・
16
日
（
火
）（
全
3
回
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分　

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

【
退
職
】（
平
成
21
年
12
月
31
日
付
）

▼
坂
内
不
二
男
（
総
務
部
長
）

※
総
務
部
長
事
務
取
扱
は
副
市
長
が
行

う
。

に
、
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
先　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

　

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
６
８
２
４
‐
１

　

安
曇
野
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

mshakaikyouiku@
city.azum

ino.
nagano.jp

　

平
成
22
年
度
の
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

（
劇
場
）
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
予
約
可
能
期
間　

4
月
1
日
～
平
成

23
年
3
月
31
日

●
予
約
方
法　

2
月
8
日
（
月
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
。
豊
科
公

民
間
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

注
意　

ホ
ー
ル
以
外
の
予
約
受
付
は
、

今
ま
で
ど
お
り
１
カ
月
前
か
ら
で
す
。

　

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
あ

な
た
が
で
き
る
応
急
手
当
に
つ
い
て
講

習
し
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺

蘇
生
法
や
、
怪
我
の
手
当
て
の
方
法
、

搬
送
法
な
ど
8
時
間
の
講
習
で
す
。
大

切
な
人
を
救
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
応
急
手
当
を
習

得
し
て
く
だ
さ
い
。

22010. 2. 3　広報あづみの　お知らせ版3 広報あづみの　お知らせ版　2010. 2. 3

せ

ら

知

お

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
の
催
し

美
術
講
座　

デ
ッ
サ
ン
入
門

問
碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

（

 

82･

０
７
６
９
）

2
月
は
児
童
手
当
の
振
込
月

問
穂
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
楽
し
み
方

問
三
情
報
政
策
課

（

77･

３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

豊
科
プ
ー
ル
閉
場
説
明
会

問
明
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（

62･

４
５
６
５ 

62･

３
５
２
５
）

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
募
集

問
明
社
会
教
育
課

　
（

62･

４
５
６
５ 

62･

３
５
２
５
）

上
級
救
命
講
習
会

問
堀
危
機
管
理
室

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル（
劇
場
）の
予
約

問
豊
科
公
民
館
内
社
会
教
育
課

　
（

72
・
２
１
５
８ 

73･

６
４
０
１
）

２月の納期
●固定資産税………………………………（４期）
●国民健康保険税…………………………（８期）
●後期高齢者医療保険料…………………（８期）
●介護保険料……………………………（２月分）
●水道料金…………………… （穂高･三郷地域）
●下水道使用料…………（豊科･堀金･明科地域）

＝納期限は3月1日（月）＝

（財）自治総合センターの助成で太鼓や法被を整備選挙管理委員が決定
　三郷地域の上長尾区（二木永和区長）は、財団法人自治総
合センターの平成 21 年度コミュニティ助成事業（宝くじ助
成事業）を活用し、老朽化が著しかった太鼓や法被を整備し
ました。
　この太鼓や法被は、今後も長期にわたり次世代に継承され
続け、地域のコミュニティ活動の発展のため利用されます。
　なお、この事業は、コミュニティの健全な発展と宝くじの
普及広報事業のために行われています。
問三地域支援課まちづくり推進係（477･3111 677･6060）

任期満了により、市議会 12 月定例会での選挙により新しい委員が決まりました。（敬称略）

委員長

武
た け だ

田　基
もとい

委員

中
な か た

田 正
ま さ し

志
委員

上
かみじょう

條 弘
ひ ろ こ

子
委員長職務代理

宮
みやした

下 豊
とよみつ

光

選挙管理委員
選挙管理委員は、市長や市議
会議員の地方選挙や選挙に関
係する事務を管理します。

職
員
人
事
異
動

●任期　平成25年12月21日まで



　

あ
づ
み
野
農
業
塾
で
は
、
平
成
22
年

度
の
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
農
業

塾
は
、
農
業
の
活
性
化
や
食
の
安
心
・

安
全
を
目
指
し
、
研
修
会
や
無
農
薬･

有
機
栽
培
に
よ
る
農
産
物
づ
く
り
な
ど

の
実
習
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
募
集
人
数　

80
人
（
先
着
順
）

●
修
業
期
間　

１
年

・
座
学　

月
１
回 

（
土
曜
日
）

・
実
技　

随
時 

（
土
ま
た
は
日
曜
日
）

●
年
会
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

3
月
1
日
（
月
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
等
を
明
記
し
て
郵
送
す
る

か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

農
業
に
興
味
が
あ
る
人
の
た
め
に
基

礎
的
な
栽
培
技
術
の
習
得
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
農
業
の
底
辺
の
拡
大

と
併
せ
て
農
地
の
遊
休
化
の
歯
止
め
に

寄
与
し
よ
う
と
「
あ
か
し
な
農
業
塾
」

を
開
校
し
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。

 

塾
で
は
、
土
づ
く
り
か
ら
品
目
別
の

野
菜
の
栽
培
講
習
並
び
に
地
域
で
振
興

す
る
作
物
の
栽
培
も
行
い
、
農
業
の
楽

し
さ
、
難
し
さ
を
学
び
ま
す
。

●
対
象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
人

①
市
内
に
在
住
し
、
就
農
に
意
欲
の
あ

る
20
歳
以
上
の
人

②
平
日
の
講
義
・
実
習
お
よ
び
作
物
栽

培
に
お
け
る
通
常
の
栽
培
管
理
に
出

席
で
き
る
人

③
指
定
し
た
研
修
場
所
に
自
ら
来
る
こ

と
が
で
き
る
人

④
受
講
に
あ
た
り
自
己
責
任
で
安
全
管

理
を
行
え
る
人

※
農
場
で
の
実
習
に
応
じ
、
農
具
等
は

個
人
に
て
準
備
願
い
ま
す
。

●
研
修
期
間　

3
月
～
お
お
む
ね
1
年

（
講
義
・
実
習
は
原
則
平
日
の
昼
間

で
、月
5
日
前
後
。実
習
は
気
候
条
件

に
よ
り
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
研
修
内
容　

・
講
義　

野
菜
づ
く
り
の
基
礎
知
識

（
栽
培
環
境
、マ
ル
チ
等
農
業
資
材
関

係
）土
づ
く
り
、肥
料
の
特
性
・
施
肥
、

農
薬
散
布
、野
菜
の
栽
培
管
理
等

・
実
習　

露
地
野
菜
（
ト
マ
ト
、キ
ュ

ウ
リ
、野
沢
菜
、ハ
ク
サ
イ
、ジ
ャ
ガ

イ
モ
、落
花
生
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、ネ
ギ
等
）・
花
き
類

（
ア
ス
タ
ー
、ケ
イ
ト
ウ
等
）の
栽
培

●
研
修
場
所　

明
科
総
合
支
所
会
議
室

お
よ
び
明
科
地
域
内
の
農
場

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
費
用　

１
人
５
０
０
０
円
／
年

●
託
児　

な
し

●
申
し
込
み　

2
月
22
日
（
月
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
を
始
め
ま

す
。電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
づ
み
野
農
業
塾

申
問
〒
３
９
９
‐
８
１
０
１

三
郷
明
盛
４
８
１
０
番
地
１

三
農
業
委
員
会
事
務
局

（

77･

３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

ま
た
は
農
業
塾
塾
長 

遊
橋
さ
ん

（

 

73
・
２
０
５
８
）

安曇野市交通安全母の会が全国表彰こんな運転していませんか？
　交通安全母親全国大会で（社）全国交通安全母の会連合会会長から全国
表彰（団体）を受賞した、市交通安全母の会（遠藤エツ子会長）が 1 月 8
日（金）、報告のため市本庁舎を訪れました。これは、長年にわたり交通安
全活動の推進に尽力した個人・団体を表彰するもので、全国では 28 団体が
受賞し、県内からは唯一、当会が受賞しました。この会は、合併前の平成
5 年に豊科町交通安全母の会として発足。合併後は市交通安全母の会に名称
変更し、積極的に交通事故防止のために事業を展開しています。報告に訪
れた遠藤会長は「交通安全は家庭から。これからも交通事故防止のために、
女性の視点で取り組みたい」と抱負を述べました。

1. 横断歩道で道路を渡ろうとしている歩行者がいるのに止まらない、止まった車を追い越す
2. 狭い道路や通学路でも、平気でスピードを出して走っている
3. 一時停止しない
4. 方向指示器をださずに右左折したり、交差点を曲がる直前に方向指示器を出したりする
5. 運転中に携帯電話を使用している
　自動車を運転する時は交通規則を守り、まわりの歩行者や車両に対し、
常に相手を思いやる気持ちが必要です。交通事故の被害者・加害者となら
ないために、交通ルールとマナーを守り交通安全に努めましょう。
問穂環境課交通防犯係 （482・3131 682・6622）

業

農

　
「
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
平
成
21
年
12
月
15
日
に
施
行
さ

れ
、
標
準
小
作
料
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
で

は
農
地
の
賃
貸
借
料
決
定
の
目
安
と
な

る
よ
う
、
過
去
１
年
間
に
公
告
さ
れ
た

農
用
地
利
用
計
画
（
利
用
権
設
定
）
の

賃
貸
借
デ
ー
タ
を
基
に
、
実
勢
の
賃
借

料
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
た
な
農
地
の
賃
貸
借
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
情
報
を
基
に
農
地
の

面
積
・
形
状
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
、

　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
、味
噌
加
工
技
術
の
普
及
の

た
め
、味
噌
づ
く
り
体
験
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
安
曇
野
産
大
豆
を
使
っ
た
手
づ
く

り
の
味
噌
を
仕
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

▽
3
月
11
日（
木
）午
後
0
時
30
分
～

　

午
後
4
時
30
分

▽
3
月
12
日（
金
）午
前
9
時
～
午
後

　

4
時
30
分

▽
3
月
13
日（
土
）午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
で
3
日
間
参
加
で

き
る
人

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利

用
運
営
委
員

●
材
料
費　

味
噌
10
㌔
当
た
り
２
５
０

０
円
程
度
（
最
終
日
に
徴
収
）

●
持
ち
物　

三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン

●
そ
の
他　

作
業
が
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
昼
食
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

2
月
8
日（
月
）～
12
日

（
金
）の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

当
事
者
間
で
十
分
協
議
し
た
う
え
で
農

地
の
賃
借
料
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
金
額
は
、
平
成
21
年
中
の
賃
貸
借
デ

ー
タ
に
基
づ
く
実
勢
額
で
す
が
、
状

況
に
応
じ
て
双
方
の
話
し
合
い
で
決

め
て
く
だ
さ
い
。

※
平
均
額
は
、
各
区
分
の
平
均
値
（
四

捨
五
入
前
）
を
デ
ー
タ
数
に
よ
り
加

重
平
均
し
た
値
で
す
。

月 内容
4 月 農薬を使わない米づくり
5 月 大豆栽培と無農薬栽培の留意点
6 月 サツマイモ苗の植え付けと管理
7 月 健康な野菜を育てる
8 月 土の生きものから見た土づくり
9 月 森の散策と山野草

10 月 食べられるキノコの見分け方・庭のキノコ栽培
11 月 視察研修
12 月 花木・樹木のさし木、つぎ木、とり木
1 月 みそ・とうふづくり
2 月 原木へのキノコの種菌打ちと管理方法
3 月 庭木、花木の手入れ・病害虫対策

実習田：20.5 アール　実習畑：７アール

農地の区分 豊科 穂高 三郷 堀金 明科 備考

水田

20 ａ以上の作業
効率の良い水田

最高 20,000 20,000 20,000 20,000 15,000
平均 13,402 14,052 13,825 13,003 10,151
最低 5,000 5,000 4,500 5,000 5,000

上記以外の水田
最高 20,000 18,000 20,000 18,000 15,000
平均 11,363 11,231 11,888 11,033 9,231
最低 4,600 4,000 5,000 4,000 5,000

畑

20 ａ以上の作業
効率の良い普通畑

最高 20,000 8,000
平均 10,898 5,000
最低 5,000 3,000

上記以外の畑
最高 10,000 15,000 7,700
平均 5,857 9,929 4,529
最低 4,500 7,500 3,000

果樹
最高 22,000 13,000 樹の状況で変動があ

りますのでご承知お
きください。

平均 15,390 11,000
最低 6,000 10,000

●平成 22 年度 あづみ野農業塾講座日程

集
ま
れ
就
農
希
望
者

あ
か
し
な
農
業
塾

申
問
明
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

62･

３
０
０
１ 

62･

４
７
４
７
）

農
地
の
賃
借
料
情
報
の
提
供

問
三
農
業
委
員
会
事
務
局

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

味
噌
づ
く
り
体
験
教
室

問
豊
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

●賃貸借料情報一覧 （単位：円） （10a 当たり）
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手作りの啓発ストラップ
事故防止に活躍しています。

  

  

  
  

  



※駐車場は、Mウイング、アイパークなど
最寄りの駐車場をご利用ください。

千歳橋

パルコ

Ｍウイング
伊勢町通り

献血ルーム

日赤社費・寄付金ご協力ありがとうございました
松本伊勢町献血ルームからのお知らせ

広げよう献血の輪　今、必要です。あなたの力！
　平成 21 年度も皆様のご協力により多額の社費・寄付金をいただきました。
皆様からいただいたお金は、全額日本赤十字社長野県支部へ納め、災害救護を
はじめとする日赤事業に役立たせていただきます。

　血液は長期間保存することができません。いつでも患者さんに血液
を届けられるよう年間を通じた献血へのご協力をお願いします。

●
対
象
者　

重
症
の
肝
臓
の
機
能
障
害

が
永
続
・
固
定
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
活
動

に
著
し
い
制
限
が
あ
る
場
合

●
申
請
日　

2
月
１
日
（
月
）
～

●
交
付
日　

4
月
１
日
（
木
）
～

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
仲
間
と
と
も

に
、
地
域
で
積
極
的
に
活
動
す
る
た
め
の

企
画
力
を
養
成
す
る
講
座
、
地
域
い
き
い

き
実
践
塾
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
講
資
格　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
で
、
講
座
修
了
後
、
仲

間
と
と
も
に
地
域
に
お
い
て
社
会
参

加
活
動
を
行
う
意
欲
の
あ
る
人

●
受
講
時
間　

受
講
期
間
は
１
年
間　

（
年
間
標
準
学
習
日
数
は
15
日
間
）

●
学
習
内
容　

実
践
基
礎
講
座
な
ど

●
募
集
定
員　

30
人
（
松
本
学
部
）

●
授
業
料　
　

年
間
１
０
０
０
円
（
予

定
）
ほ
か
に
教
材
費
な
ど
が
必
要

●
募
集
期
間　

2
月
１
日
（
月
）
～
2

月
26
日（
金
）ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

●
申
し
込
み　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
に
備
え
付
け
の
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、入
学
可
否
決
定
通
知

用
の
切
手（
は
が
き
の
場
合
は
50
円
、封

書
の
場
合
は
80
円
切
手
）を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。3
月
下
旬
に
郵

送
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
を
進
め
、
仲
間
と
と
も
に
地

域
で
活
動
す
る
人
を
養
成
す
る
シ
ニ
ア

大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
講
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
で
、学
習
意
欲
が
あ
り
、

積
極
的
に
社
会
参
加
を
目
指
す
人

●
受
講
時
間　

2
年
間

（
年
間
標
準
学
習
日
数
は
15
日
間
）

●
学
習
内
容　

教
養
講
座
、技
能
講
座
、

実
践
講
座

●
募
集
定
員　

３
５
０
人（
松
本
学
部
）

●
授
業
料　
　

年
間
５
０
０
０
円
（
予

定
）
ほ
か
に
教
材
費
な
ど
が
必
要

●
募
集
期
間　

2
月
1
日
（
月
）
～
26

日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

●
申
し
込
み　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
に
備
え
付
け
の
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、入
学
可
否
決
定
通
知

用
の
切
手（
は
が
き
の
場
合
は
50
円
、封

書
の
場
合
は
80
円
切
手
）を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。3
月
下
旬
に
郵

送
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
憩
い
の
家
「
野
の
花
」
で

は
、
精
神
疾
患
、
引
き
こ
も
り
、
不
登

校
な
ど
で
お
困
り
の
人
、
ご
家
族
の
た

め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
26
日
（
金
）

午
後
2
時
～
5
時

●
場
所　

障
が
い
者
憩
い
の
家
「
野
の

花
」（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
）

●
相
談
内
容　

▽
福
祉
制
度
の
活
用
・

デ
イ
ケ
ア
▽
社
会
復
帰
施
設
▽
日
中

の
居
場
所
な
ど
の
利
用
・
精
神
保
健

医
療
・
就
労
▽
住
居
そ
の
他
生
活
上

の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

●
相
談
担
当
者　

▽
精
神
科
医
師
▽
看

護
師
▽
精
神
保
健
福
祉
士
▽
家
族
相

談
員
な
ど

肝
臓
機
能
障
害
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
に

問
長
野
県
社
会
部
障
害
福
祉
課

（

０
２
６
・
２
３
５
・７
１
０
４
）

ま
た
は
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

精
神
保
健
福
祉
相
談
会

問
障
が
い
者
憩
い
の
家「
野
の
花
」

穂
高
総
合
支
所（

82
・
３
１
３
１
）

ま
た
は
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

　

市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
義
務
化
を
受
け
、
昨
年
4
月
よ
り
助

成
の
対
象
世
帯
に
対
し
、
購
入
・
設
置

等
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
世
帯
は

早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象

世
帯
に
は
通
知
と
申
出
書
を
事
前
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
世
帯　

平
成
21
年
2
月
１
日
現

在
市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で
生

活
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

（
1
）
生
活
保
護
世
帯

（
2
）
平
成
20
年
度
市
民
税
が
、
世
帯

全
員
に
お
い
て
非
課
税
の
世
帯
の
う

ち
次
に
該
当
す
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

②
75
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

③
重
度
要
介
護
者
世
帯
（
要
介
護
４
お

よ
び
５
の
人
が
い
る
世
帯
）

④
重
度
障
害
者
世
帯

ア
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び
２

　

級
の
人
が
い
る
世
帯

イ
療
育
手
帳
A1
の
人
が
い
る
世
帯

ウ
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　

の
人
が
い
る
世
帯

⑤
母
子
世
帯
・
父
子
世
帯
等

●
申
請
期
限　

平
成
22
年
3
月
31
日

●
助
成
額　

上
限
５
０
０
０
円
（
上
限

に
満
た
な
い
場
合
は
実
際
の
支
払
金
額
）

●
申
請
方
法　

申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
警
報
器
の
領
収
書
を
添
付
の

う
え
、
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
各
総
合
支
所
福
祉
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を

お
持
ち
の
人
の
福
祉
増
進
を
図
る
た

め
、対
象
者
に
福
祉
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。　

●
対
象
者　

在
宅
で
継
続
し
て
3
カ
月

以
上
入
院
を
し
て
い
な
い
次
の
人

①
障
害
児
（
20
歳
未
満
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
～
3
級
）

・
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）

②
精
神
障
害
者
（
20
歳
以
上
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
1
～

2
級
）

③
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
程
度
の
状
態

に
あ
る
者

●
支
給
内
容　

月
額
２
０
０
０
円
（
年

2
回
）
4
月
と
10
月
に
支
給

●
申
請
受
付
期
限　

随
時

●
申
請
方
法　

福
祉
金
の
支
給
を
希
望

さ
れ
る
人
は
障
害
者
手
帳
等
、印
鑑
、

振
込
先
の
通
帳
を
持
参
の
う
え
、
穂

高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

福
祉
係
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
お
知
ら
せ
》　

　

平
成
22
年
度
よ
り
受
給
者
全
員
か
ら

現
況
届
を
提
出
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
提
出
は
年
2
回（
9
月
上
旬
・

3
月
上
旬
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

松
本
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
就
職

を
希
望
し
て
い
る
障
害
者
の
人
を
対
象

と
し
た
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

企
業
の
担
当
者
が
直
接
面
接
を
し
ま

す
。
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
日
時　

2
月
15
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
4
時

　
（
受
付
12
時
30
分
か
ら
）

●
場
所　

長
野
県
松
本
文
化
会
館

●
参
加
企
業　

15
社
（
予
定
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
等

の
助
成
申
請
は
お
早
め
に
！

問
健
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（

81
・
１
６
２
２ 

81
・
０
７
０
３
）

安
曇
野
市
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
金

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
１
６
２
２ 

81
・
０
７
０
３
）

障
害
者
就
職
面
接
会

問
松
本
公
共
職
業
安
定
所

（

44･

０
９
２
２ 

27･

０
０
４
１
）

ま
た
は
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
１
６
２
２ 

81
・
０
７
０
３
）

祉

福
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平
成
22
年
長
野
県

地
域
い
き
い
き
実
践
塾

申
問
各
総
合
支
所
福
祉
係
ま
た
は

（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６･

２
２
６･

３
７
４
１
）

平
成
22
年
長
野
県

シ
ニ
ア
大
学

申
問
各
総
合
支
所
福
祉
係
ま
た
は

（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６･

２
２
６･

３
７
４
１
）

問健社会福祉課（日赤安曇野市地区事務局）（481･0716 681･0703）

平成 21 年度日赤社費・寄付金納入額

豊科地域　3,998,400 円　穂高地域　4,916,350 円　三郷地域　2,312,300 円
堀金地域　2,098,750 円　明科地域　1,318,220 円　合計　　 14,644,020 円

よろしくっち

献血推進キャラクター
「けんけつちゃん」

～松本伊勢町献血ルームの案内～
受　付　●成分献血　9：00 ～ 12：30　14：00 ～ 16：30
　　　　● 400ml 献血 ･200ml 献血　9：00 ～ 13：00　14：00 ～ 17：00
休業日　毎月第１･ 第３金曜日
問松本伊勢町献血ルーム（437･1600）



　

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

▽
一
日
市
場
団
地
（
三
郷
明
盛
）

１
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
】

▽
三
田
団
地
（
堀
金
三
田
）

１
戸
【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

▽
フ
ァ
ミ
ー
ユ
柳
瀬
団
地（
明
科
中
川
手
）

１
戸
【
2
Ｄ
Ｋ
】　

１
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
】

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
入
居
開
始
日　

4
月
1
日
（
木
）

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

（
１
）
同
居
親
族
が
あ
る

（
２
）
住
宅
に
困
っ
て
い
る

（
３
）
収
入
額
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

●
受
付
期
間　

2
月
15
日
（
月
）
～
23

日
（
火
）（
土
日
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

●
申
し
込
み　

2
月
3
日
（
水
）
か
ら

「
入
居
申
込
書
」
と
募
集
の
詳
細
を

記
し
た
「
入
居
申
込
案
内
」
を
配
布

し
ま
す
。
受
付
期
間
内
に
添
付
書
類

を
添
え
て
、
豊
科
総
合
支
所
内
の
建

築
住
宅
課
住
宅
係
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
県
営

住
宅
入
居
者
の
統
一
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
内
容　

（
1
）
空
き
家
募
集（
4
月
1
日
付
で
入

居
が
可
能
な
住
宅
の
募
集
）

（
2
）
補
欠
募
集（
6
カ
月
以
内
に
空
き

家
が
出
た
場
合
の
募
集
）

●
募
集
団
地　

松
本
地
方
事
務
所
管
内

の
県
営
住
宅（
詳
細
は
2
月
中
旬
こ
ろ

決
定
の
た
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
か
勤

務
す
る
人
で
、次
の
要
件
を
満
た
す
者

（
1
）
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
結
婚
予
定
を
含
む
）
が
あ
る

（
2
）
住
宅
に
困
っ
て
い
る

（
3
）
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

●
受
付
期
間　

2
月
24
日
（
水
）
～
3

月
5
日
（
金
）（
土
日
も
可
）

●
問
い
合
わ
せ　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所

（

47･

０
２
４
０ 

47･

８
９
０

２
）
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

防
衛
省
で
は
平
成
22
年
度
第
１
回
予

備
自
衛
官
補
の
受
付
お
よ
び
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

入札・契約結果（平成 21 年 12 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
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工事名 工事個所 請負者 請負代金
地域活力基盤創造交付金事業　市道穂高１級 15 号線　歩道設置工事　 穂高有明 ㈱大丸組 26,040,000
市道新設改良事業　市道豊科１級８号線　道路改良工事 豊科高家 ㈱振興建設 18,742,500
交通安全施設等整備事業　市道豊科北部２０９号線歩道設置工事（２工区） 豊科 ㈱武井建設 14,595,000
森林整備加速化・林業再生事業　堀金地区作業道開設工事 堀金烏川 ㈲中部エンジニア 11,025,000
豊科南部保育園整備事業　新園舎建設用地造成工事 豊科 ㈱ワークメイト 10,500,000
三郷小学校理科教室改修（音楽室倉庫増築）工事 三郷小学校 丸山硝子㈱ 9,870,000
市単道路維持事業　市道穂高２２７２号線　舗装修繕工事 穂高 ㈱中部水工 6,825,000

明南・明北小学校校内ＬＡＮ工事 明南・明北小学校 サスナカ通信工業㈱
安曇野営業所 6,401,850

市道新設改良事業　市道穂高０７００号線　道路改良工事 穂高有明 ㈱中澤組 5,722,500
農地有効利用支援整備事業　豊科工区工事 豊科・南穂高 ㈲小倉建設 5,565,000
農地有効利用支援整備事業　三郷工区その１工事 三郷温・小倉 ㈲中部エンジニア 5,491,500
農地有効利用支援整備事業穂高工区その１工事 穂高柏原 原田建設 5,145,000
防火水槽新設工事 真々部公民館 ㈲ニッコウ 4,389,000
防災行政無線屋外子局設置工事 豊科光 ㈱日立国際電気長野営業所 4,305,000
市道新設改良事業　市道明科５０９７号線災害復旧工事 明科東川手 ㈲堀内組 4,011,000
明科中学校校内ＬＡＮ工事 明科中学校 ㈱マルマツ安曇野営業所 3,759,000

（国補）特環公共下水道古厩２０工区管渠工事 穂高有明 ㈱赤羽組 3,255,000
農地有効利用支援整備事業穂高工区その２工事 穂高有明・北穂高 ㈲杉浦 3,139,500
市単道路維持事業　市道穂高００９８号線　現道舗装工事 穂高有明 ㈲信州リサイクルセンター 2,730,000
市単道路維持事業　市道穂高２２２５号線　現道舗装工事 穂高 ㈲信州リサイクルセンター 2,677,500

募
集
種
目

予備自衛官補（男女）

一般 技能

応
募
資
格

18 歳以上
34 歳未満

18歳以上で
保有する技能
に応じ53歳～
55歳未満

受
付
期
間

１月 12 日～４月９日

試
験
日

４月17日～19日の間で１日

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

わが家の味大集合

わが家の味（家庭料理）を持ち寄
り、展示・試食をします。伝えた
い我が家の味、新しいわが家の味
を大募集。試食のみのご来場も大
歓迎です。

�：2 月 7 日（日）
　　11：00 ～ 13：00
所：明科子どもと大人の交
　流学習施設「ひまわり」

料：無料 問：ＹＡＭ（ヤン）
　代表 岡山さん

　（462･3328）

長野県
安曇養護学校
校外販売

第 2 回校外販売を行います。毎日
の作業学習で一つ一つ手作りした
陶芸品や木工品などの製品です。
春を感じる新製品を数多く揃えま
した。

�：所：▷ほりがね物産セン
ター 2/19（金）･ 20（土）9：00
～ 14：00 ▷コープながの豊
科店 2/19（金）･20（土）10：00
～ 17：00 ▷ハーブセンター
2/19（金）10：00 ～ 14：00

―

問：長野県安曇養護
　学校高等部
　（40261･62･4920）
　（60261･61･1019）

市
営
住
宅
の
入
居
者
の
募
集

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

自
衛
官
等
の
募
集

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本

地
域
事
務
所･

広
報
セ
ン
タ
ー『
信
濃
』

（

36･

２
７
８
７
）

県
営
住
宅
の
入
居
者
の
募
集

宅

住

他

の

そ

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

穂高地域開発事業の承認　※穂高町まちづくり条例の規定に基づき、市長が承認した事業を公表します。

平成 21 年 11 月の開発審査分（承認日　平成 21 年 12 月 15 日）
●株式会社等々力不動産の開発事業 ●矢口修の開発事業
・場　　所　穂高有明 5909 番 2 他 3 筆 ・場　　所　穂高 5787 番１
・開発面積　1,811.56㎡ ・開発面積　859.00㎡
・目　　的　宅地分譲 2 区画 建売分譲 3 区画 ・目　　的　小規模型通所介護事業所の建設
平成 21 年 12 月の開発審査分（承認日　平成 22 年 1 月 7 日）
●株式会社等々力不動産の開発事業 ●宗教法人正真院代表役員東孝二の開発事業
・場　　所　穂高柏原 2046 番他１筆 ・場　　所　穂高有明 7097 番 3 他 1 筆
・開発面積　1,093.56㎡ ・開発面積　818.00㎡
・目　　的　建売分譲 2 区画 ・目　　的　来院者用駐車場の建設
●山内元の開発事業 ●株式会社スペースウェアハウスの開発事業
・場　　所　穂高有明 7360 番 17 ・場　　所　穂高 3124 番 1 他 2 筆
・開発面積　1,533.44㎡ ・開発面積　2,394.02㎡
・目　　的　住宅併用ギャラリーの増築 ・目　　的　建売分譲 8 区画

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
1
月
20
日
発
行
）95
号

●
2
ペ
ー
ジ

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
新
成
人
の
名

【
正
】
高
橋
美
香
子
さ
ん

●
9
ペ
ー
ジ　

Ｃ
区
域
で
の
戸
建
住

宅
の
基
準

【
正
】
敷
地
面
積
３
０
０
㎡
以
上

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

寄附・寄贈のお礼【敬称略】（11 ／ 16 ～ 12 ／ 21）

▷株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ　代表取締役社長　笹原政勝　834,000 円　市内小学
校 10 校の図書購入のため　▷株式会社マル井　代表取締役　井口俊廣　300,000 円　教育のため（奨
学資金として）　▷ＧＡＣ株式会社代表取締役社長　杉浦明俊　災害用備蓄品セット 50 個　災害時備
蓄品として　▷立正佼成会　松本教会教会長　菅谷知正　50,000 円　社会福祉のため　▷セイコーエ
プソン株式会社　代表取締役社長　碓井稔　ノートパソコン３台、学習用ソフト 13 台、電子キーボー
ド１台、インクカートリッジ８台、インクジェットプリンター複合機１台　長野県立こども病院院内
学級の学習に寄与するため



　

既
存
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

穂
高
チ
ー
ム（
小
岩
原
哲
夫
リ
ー
ダ
ー
）

で
は
、「
穂
高
地
区
活
性
化
総
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
穂
高
地
域

の
あ
め
市
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ア
ー
ト
展
示

　

安
曇
野
ス
タ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

彫
刻
家 

伴 

正
史
さ
ん
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
作
品
を
一
同
に
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、一
部
作
品
は
販
売
し
ま
す
。

安
曇
野
ス
タ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
日
時　

2
月
7
日（
日
）～
14
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時
ま
で

●
場
所　

イ
ベ
ン
ト
広
場

（
穂
高
駅
前
通
り
の
空
き
店
舗
）

伴
正
史
さ
ん
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
）

●
日
時　

2
月
7
日（
日
）・
13
日（
土
）・

20
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

●
場
所　

旧
道
沿
線

古
本
市

●
日
時　

2
月
7
日（
日
）・
13
日（
土
）・

20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
ま
で

●
場
所　

穂
高
駅
前
通
り

ぬ
か
く
ど
お
に
ぎ
り
サ
ー
ビ
ス

　

ぬ
か
く
ど
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
を
提
供

し
ま
す
。

（
先
着
１
２
０
人
程
度
）

●
日
時　

2
月
7
日
（
日
）
正
午
～

●
場
所　

穂
高
神
社
北
神
苑

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
ア
ー
ト
展
示
個
所

に
設
置
し
て
い
る
ク
イ
ズ
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
全
問
正
解
者
に
は
粗
品
を
進

呈
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
7
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
3
時
ま
で

　
（
受
付
は
2
時
ま
で
）

●
受
付
場
所　

イ
ベ
ン
ト
会
場

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・ア
ー
ト
の
実
演

●
日
時　

2
月
13
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～

●
場
所　

穂
高
神
社
北
神
苑

オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
ろ
う
！

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

チ
ョ
コ
を
作
り
ま
す
。（
先
着
50
人
、
１

人
5
個
ま
で
持
ち
帰
れ
ま
す
）

●
日
時　

2
月
13
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
3
時
ま
で

●
場
所　

イ
ベ
ン
ト
広
場

餅
つ
き
大
会

　

餅
つ
き
を
皆
さ
ん
で
行
い
ま
す
。
つ

き
た
て
の
お
い
し
い
餅
を
お
召
し
あ
が

り
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
20
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～

●
場
所　

穂
高
神
社
北
神
苑

　

楽
し
い
企
画
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

福
祉
部
会
（
池
田
陽
子
部
会
長
）
で

は
、
福
祉
や
教
育
の
視
点
か
ら
「
若
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
あ
り
方
、

「
自
信
」
の
持
ち
方
な
ど
を
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
講
師
に
長
野
日
本
大
学

高
等
学
校
野
球
部
の
中
原
英
孝
監
督
を

お
招
き
し
、「
白
球
の
青
春　

高
い
目

標
に
向
か
っ
て
」
と
題
し
て
、
甲
子
園

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

皆
さ
ん
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
27
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

各施設の催し
◎詳しい内容はお問い合わせください。

Ｅｖｅｎｔ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

第 54 回 友の会美術展
　四季折々のふるさとの自然を描
いた絵画や、個性豊かな彫刻作品
などを展示します。安曇野を拠点
に活動する芸術家の作品をぜひご
覧ください。
●会　期　２月17日（水）
　　　　　～３月７日(日）
●休館日　月曜日
●開館時間　9：00～ 17：00
　　　　　　（入館は16:30まで）
●入館料　
　大　人100（80）円
　小中生　50（40）円
　（　）内は20人以上の団体料金
　

講座 安曇野歴史散歩
ドキ・どき・土器のお話（２）
　市内の遺跡から出土した奈良・
平安時代の土器について館職員が
案内します。本物の土器にふれな
がら、安曇野の歴史散歩を楽しん
でみませんか。
●日　時　２月13日（土）
　　　　　13：30～ 15：00
●受講料　無料（入館料が必要）
●定　員　30人
●申し込み　前日までに、電話でお
　　　　　　申し込みください。

第 26 回 白鳥写真展作品の募集
　今年も安曇野に白鳥たちが越冬
のために飛来しました。厳しい寒
さの中でみせるその愛らしい姿は、
私たちを元気づけてくれるかのよ
うです。豊科郷土博物館では、白
鳥をテーマとした写真作品を公募
して、展覧会を開催します。あな
たがとらえた白鳥の姿をぜひご応
募ください。

●作品受付期間　２月27日（土）～３
月28日（日）17：00まで

●テーマ　今シーズン市内で撮影した
白鳥や白鳥に関する写真

●審　査　なし
●出品料　無料
●応募要領　四切以上のプリント作
品。額かパネルに入れ展示用のヒ
モを付ける。応募点数は１人２点
以内。カラー白黒不問。郷土博物
館窓口へ直接持ち込みください。

●展示期間　４月１日（木）～25日（日）

貞享義民記念館
問 477･7550 677･7551

企画展 三郷美術会小品展
　三郷美術会（会長高山晃）会員
による小品展を開催します。題材・
表現方法とも多様で、個性的な作
品をご鑑賞ください。
●期　間　２月９日 (火 )
　　　　　～３月７日（日）
●時　間　9：00～17：00
　　　　　（最終日は16：00）
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日、祝日の翌日

田淵行男記念館
問 4672･9964

企画展 ギャラリー・トーク
　2 月 21 日（日）まで開催中の
企画展「表現者、田淵行男Ⅱ～言
葉でみる自然写真の世界～」に合
わせて学芸員が、田淵の人と作品
について解説します。
●期日　２月11日 ( 木 )13:30～

企画展　表現者、田淵行男Ⅲ
～本にすべてを捧げた人～

　写真作りと向き合った田淵の
「表現者」としての姿にせまります。
●会期　２月23日(火)～６月20日(日)
　　　　10：00～16：00
●開館場所　9：00～17：00
●入館料　大　人300（200）円
　　　　　小中生200（100）円
　（　）内は20人以上の団体料金

安曇野ブランドニュース 第 26 回

問三郷総合支所内　安曇野ブランド推進室（各プロジェクト事務局）
477・3111 677・6060  mazumino-brand@city.azumino.nagano.jp

豊科郷土博物館
問 4672･5672

穂
高
あ
め
市

タ
イ
ア
ッ
プ･

イ
ベ
ン
ト
開
催
！

長
野
日
本
大
学
高
等
学
校
野
球
部

中
原
監
督
が
語
る
！

白
球
の
青
春

　
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
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中原英孝氏
1945年（昭和20年）
池田町生まれ。松
商学園に入学。第
45 回全国高等学校
野球選手権大会に 2 塁手として出場。
明治大学卒業後、松商学園野球部監
督に就任。平成 3 年春の選抜、準優勝。
平成 17 年長野日本大学高等学校野球
部監督に就任。平成 21 年春の選抜、
ベスト８。甲子園出場、夏8回、春3回。

　穂高東中学校・西中学校それぞれの吹奏楽部で楽器の演奏指導をしている東京
藝術大学音楽学部学生と、「春まちジョイントコンサート」を開催します。
　春の訪れが待ち遠しい休日の午後のひととき、藝大生と生徒のふれあいがはぐ
くんだメロディーをご鑑賞ください。
●日　時　2 月 21 日（日）13：15 開演
●場　所　穂高会館　講堂
●入場料　無料　予約の必要はありません。直接会場へお越しください。
※駐車場が混雑します。公共交通機関または乗り合わせでお出掛けください。
問文化課文化振興係（481･3111 682･0966）

安曇野市教育委員会
生涯学習だより春　ま　ち ジ　ョ　イ　ン　ト コ　ン　サ　ー　ト　♪
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◎詳しく知りたい

第 5 回 土地利用等に関する地区別懇談会
土地利用制度に関する条例や都市計画マスタープラン、景観計画などに

ついて、市の職員が説明する地区別懇談会を開催します。ぜひお出掛けく
ださい。

問豊都市計画課計画係（472・3111 672・3569）

●懇談会日程表
月 日 曜日 地域 場　　　　所 対象地域 時　間

2

14 日
豊科 豊科ふれあいホール ・本村・成相・新田・寺所・踏入・細萱・重柳

・日曜の夜都合が良い豊科地域の皆さん
午後 7 時～

穂高 市民活動センター
（穂高総合支所西）

・大字穂高地区
・日曜の夜都合が良い穂高地域の皆さん

17 水
豊科 豊科ふれあいホール ・上鳥羽・下鳥羽・吉野・真々部・たつみ原

・飯田・下飯田・中曽根・熊倉・アルプス 午後 7 時～
穂高 ＪＡあづみ有明支所 ・大字有明地区・大字北穂高地区

19 金
豊科 豊科ふれあいホール ・徳治郎・田沢・小瀬幅・大口沢・光・桜坂

午後 7 時～
穂高 ＪＡあづみ西穂高支所 ・大字柏原地区・大字牧地区

20 土
豊科 豊科ふれあいホール 豊科地域全域

午後 2 時～
穂高 穂高健康支援センター

（穂高保育園となり） 穂高地域全域

27 土
三郷 三郷公民館講義室 ・大字明盛地区と土曜の夜都合の良い三郷地域

　の皆さん
午後 7 時～

明科 明科公民館講堂 ・大足・光・宮中・町・明科・上押野
・下押野と土曜の夜都合が良い明科地域の皆さん

28 日 堀金 堀金総合支所301会議室 ・下堀・扇町・小田多井・田尻・田多井
・日曜の夜都合が良い堀金地域の皆さん 午後 7 時～

3

2 火
三郷 三郷公民館講義室 ・小倉地区・温地区

午後 7 時～
堀金 堀金総合体育館

ミーティングルーム ・岩原・倉田・上堀・中堀

4 木 明科 明科公民館講堂 ・潮・潮沢・木戸・上生野・塩川原・荻原
・南陸郷 午後 7 時～

6 土

三郷 三郷公民館講義室 三郷地域全域

午後 2 時～堀金 堀金総合体育館
ミーティングルーム 堀金地域全域

明科 明科公民館講堂 明科地域全域

土地利用制度 マスタープラン 景観計画


